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2015年度海外選択制臨床実習報告書 
ハンガリー・センメルワイス大学　産婦人科
小濱　望
20１５年 ５ 月 8 日～ ５ 月3１日
1 ．経緯
　私は高校時代に海外留学の経験があり，大学でもESSサークルに所属するなど海外との交流や語学学習に
興味をもっていました。また，かねてより興味をもっている産婦人科の分野で海外実習にいけたらと考えて
いたので， ５ 年生の ６ 月に産婦人科の齋藤教授にどこかご紹介していただけないかお願いに伺いました。そ
こで，教授と親交のあるハンガリーのセンメルワイス大学の産婦人科のRigo教授，Molvarec先生と連絡を
とってくださり，受け入れてもらえることになりました。
2 ．準備
［現地とのやりとり］
　齋藤教授がセンメルワイス大学とのやりとりなどをしてくださり，私は出発前にごあいさつ程度にメール
をしたくらいでした。新規の試みだったため，大学からの許可なども教授がお話してくださいました。
［語学］
　センメルワイス大学医学部には英語コースがあり，病院では英語で通じると伺っていたので専門用語の勉
強をしました。具体的には， ４ 月にアドバンスで大学の産婦人科を回った際に発表を英語でさせてもらった
り，論文を読むことで最低限の専門用語をなんとか覚えました。ハンガリー語はあいさつ程度と，エビ・カ
ニアレルギーがあるため「エビとカニのアレルギーがあります」というフレーズを練習しました。それ以上
は難しすぎて無謀でした。
［現地での生活］
　偶然，富山在住のハンガリー人の友人がいたため，友人を通じて現地の大学生（医学生ではなくて，日本
語専攻の学生）を紹介してもらいました。彼女も日本に来る予定だったので，相互サポートをすることにな
り，生活に必要なさまざまな情報をおしえてもらいました。現地でもサポートをしてもらい，観光なども連
れていってもらえたおかげでさみしく感じずにすみました。また，友人からハンガリーの携帯を貸してもら
えたのは実習中にもとても役に立ちました。大学病院があるブダペスト市内は公共交通機関が非常に発達し
ているので車は必要なく，トラムや地下鉄などを利用しました。観光地にも列車やバスなどで行くことがで
きました。
　また，現地の英語コースの医学生（日本人も数名）にもお世話になりました。
宿泊は，ハンガリー人の友人に手伝ってもらって見つけたアパートに滞在したほか，友人宅にも少し泊めて
もらいました。
［安全対策］
　ハンガリーはその他のヨーロッパに比べると治安は良い方ではありますが，安全はとても大事だと思った
ので，対策は入念にしました。海外旅行保険，現地で頼れる人を確保しておいたことや，大使館などの連絡
先のメモ，スリ対策などの基本的なことに加えて，セキュリティのためにＳＮＳにも注意しました。飛行機
事故やイスラム国などのテロも相次いだ時期だったため，中東を経由しないルートかつLCCを避けて飛行機
をえらびました。
　実習中は危険な思いをすることもなく無事に過ごすことができました。
［ワクチン及び健康診断］
　実習を行うにあたって必要なワクチンについては教授を通して確認してもらいました。特別な規定はな
く，Ｂ型肝炎は推奨とのことでしたが，接種済みだったので新たなワクチンは何もうけませんでした。手術
や分娩に多く携わったので，Ｂ型肝炎は受けていてよかったと感じました。ワクチン証明書や健康診断など
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の提出は入りませんでした。
［ビザ］
　ビザはいりませんでした。
［持ち物］
　実習用に持って行ったものは，聴診器，長い白衣，病院でのスニーカー，メモ帳，iPadなど，基本的には
日本の実習と変わりません。ＫＣは上下支給され，洗濯もしてもらえました。手術や分娩ですごく汚れたの
で助かりました。（オペ着が布だったので染みます。）スニーカーは激しく汚れてしまったので現地で捨てま
した。新しく買って持って行ってよかったのは，感染防止のためのダテ眼鏡です。帝王切開を含めた手術，
お産などのときはつけており，つけていてよかったと思う場面も何度かありました。
3 ．費用
　かかった費用は合計2５万円（渡航費：１2万円，アパート： 7 万円，保険：６000円，生活費など： ６ 万円，
学費： 0 円）でした。学務を通じて日本学生支援機構から補助を 7 万円いただけたので，実質は１8万円です。
観光やおみやげの費用は含んでいません。
　ハンガリーは基本的に日本と同程度の物価ですが，食べ物（ハンガリー料理は最高でした。ワインもおい
しいです。）や交通費だけはとても安いので助かりました。
4 ．実習
　センメルワイス大学病院の産婦人科では，現地の学生と一緒の行動ではなく，ドクターの下について実習
をさせてもらいました。試験シーズンだったため，学生とはあまり交流はありませんでした。
［内容］
　朝は早く 7 時頃には回診が始まりますが，午後はどんなに遅くとも ５ 時ごろには実習がおわりました。 １
週間単位で，ハイリスク妊娠管理病棟，分娩室，婦人科病棟をまわりました。しかし，婦人科をまわってい
ても分娩によんでもらったり，産科にいながらも婦人科の手術にいれてもらったりと，垣根を問わずにいろ
いろな症例をみることができました。毎日がオペ日で，朝はオペ予定表を確認することから始まりました。
Assistの欄に自分の名前があるオペには術野にいれてもらえるのですが，それ以外でも帝王切開や分娩など
の際には呼んでもらえました。もちろん，手術の見学もできました。症例数は多く， 3 週間の滞在中に帝王
切開だけでも１１例，術野にいれてもらうことができました。帝王切開はできる限り 3 人体制で行うそうで，
入る際には 3 人目として入れてもらえました。帝王切開以外のさまざまな手術でも術野にいれていただき，
日本の大学での学生実習ではなかなか経験できない症例数に圧倒されました。また，流産や胎内死産などの
デリケートな症例にもつかせてもらい，貴重な経験となりました。羊水穿刺（ 3 週間で2４例もありました。），
体外受精の見学なども大変勉強になりました。 １ 晩ではありましたが，当直にも参加させてもらうことがで
き，明け方の緊急帝王切開で緊迫した雰囲気を感じました。
［日本との相違点］
　文化的に日本と違う部分は多く感じましたが，それが医療の現場にも表れていたように感じます。高齢出
産・不妊治療を希望する患者さんが増加している点など日本と似ている部分もありました。また，裕福な国
というわけではないため，経済的な問題も抱えている一方で，少ない医療費で精一杯の医療を提供する姿勢
には感銘をうけました。始め，医師数は多いように感じましたが，症例の多さを考えると少ないくらいに思
えます。女性医師も多いように感じました。
［施設］
　ブダペスト市内の中心地にあるセンメルワイス大学病院の敷地内に産婦人科だけの建物がありました。ス
テンドグラスがきれいな趣のある内装で日本の病院とは雰囲気が違いました。オペ室，分娩室，超音波室，
新生児室，外来，病棟，羊水穿刺室，体外受精室などさまざまな部屋がありました。敷地内には銅像があっ
てゆっくりできる広場や，カフェテリアもあり，建物内には小さな売店もありました。
［コミュニケーション］
　実習ではドクターへは基本的に英語で通じました。病棟でもオペ室でも，質問をすると丁寧に教えてもら
えました。患者さんや看護師さんはハンガリー語しかしゃべれない人がほとんどでしたが，まわりには常に
多少なりとも英語が話せる人がいたので，途方に暮れるという事はありませんでした。カルテもハンガリー
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語ですが，病棟の患者さんリストをもらえたので，わからないところを英語で聞き，書き込んで使っていま
した。
［困ったこと］
　実習中に何かに困ったときにも周りの医師やスタッフに助けてもらえたので大きな困ったことはありませ
んでした。小さなことでは，身長が小さいため，オペ室の手洗いで背伸びをしないといけなかったことや，
オペ着のズボンが大きいものが多く，小さいサイズのものを見つけるのに苦労したことです。
5 ．休日の過ごし方
　金曜日の午後，土日は休日だったので，友人たちとハンガリー各地を観光にいったりしました。家でゴロ
ゴロする暇はないほど，ハンガリーには観光スポットがたくさんありました。回り足りなかったくらいです。
ブダペスト市内にあるセンメルワイス医学史博物館は小さいですが，とてもすごいので医学生にはおすすめ
です。
6 ．実習を終えて
　センメルワイス大学での実習は想像していた以上に有意義で，勇気を出してお願いしに行ってよかったと
本当に思います。症例数の多さを始めとした実習自体の充実さももちろんでしたが，異文化における産婦人
科の様子を知ることができた点や海外生活を通じて，価値観が広がったと感じました。また，今回の実習が
刺激となり，将来，学会などで海外に出てみたいという野望もできました。
　英語のありがたさも今回の実習を通じて感じることができました。海外の実習を考えている後輩たちには
ぜひ英語をやっておくことをお勧めしたいと思います。
　現地では忙しい現場ではありましたが，先生方は質問をすればきちんと答えてくださりました。 3 週間と
いう短い滞在の中，いろいろな症例を経験させるために工夫してくださり，幅広く実習することができまし
た。実習最後の日に，お世話になったドクターに「いい医者になりなさい」と声をかけてもらえたのがとて
も嬉しかったです。
　ご多忙の中，今回の海外実習を実現させるためにご尽力くださった齋藤教授，Rigo教授，Molvarec先生
を始めとするセンメルワイス大学産婦人科の先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。病院のスタッフの
方々にも大変お世話になりました。
　貴重な経験をさせていただき，本当にありがとうございました。
